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平成12年１月１日

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て
清
々
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
瑞
浪
市
政
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
長
期
に
わ
た
る
経
済
の
低

迷
か
ら
、
一
日
も
早
い
景
気
の
回
復
が

待
ち
望
ま
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

年
末
に
は
、
首
都
機
能
移
転
の
有
力

候
補
地
と
し
て
東
濃
地
域
が
選
定
さ
れ
、

本
年
は
様
々
な
分
野
で
希
望
が
持
て
る

年
で
あ
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

当
市
は
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
経
済
、
福
祉
、
教
育
・
文
化

の
充
実
振
興
、
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
、

多
く
の
重
要
な
施
策
を
実
施
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
で
も
可
燃
物
処
理
施
設
の
建
替
え
、

新
た
な
不
燃
物
埋
立
処
分
場
の
確
保
、
下

水
処
理
場
の
機
械
設
備
の
更
新
、
未
給
水

区
域
の
解
消
な
ど
、
生
活
基
盤
整
備
を
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
本
年
の
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

介
護
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
制

度
の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
に
向
け
、
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
要

望
に
対
し
て
は
、
生
活
基
盤
整
備
を
最

重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
皆
様
の
期
待
に
十
分
応
え

る
べ
く
、
新
た
な
決
意
で
瑞
浪
市
の

『

さ
ら
な
る
前
進』

を
め
ざ
し
、
活
力

と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
、
こ
の
一
年
が
実
り
多
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
20
世
紀
最
後

の
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
市
政
・
議
会
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

有
り
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

数
年
来
の
長
い
長
い
不
況
の
嵐
も
、

昨
年
の
政
府
の
た
び
重
な
る
景
気
浮
揚

政
策
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
長
い
ト
ン

ネ
ル
の
出
口
が
見
え
か
け
て
来
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の

進
展
、
規
制
緩
和
、
情
報
通
信
技
術
の

発
展
等
に
よ
り
、
世
界
は
大
競
争
の
時

代
に
突
入
し
て
お
り
ま
す
。
今
や
企
業
間

で
は
生
き
残
り
を
か
け
、
合
併
や
提
携

等
、
熾
烈
な
競
争
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
中
、
市
の
行
政
も
過
去
の

体
験
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
改
革
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
も
８
名
の
新
進
気
鋭
の
議
員

が
誕
生
し
、
活
気
に
満
ち
て
参
り
ま

し
た
。�
嶋
市
長
も
二
期
目
の
当
選

で
、
心
新
た
に
さ
ら
な
る
前
進
を
め
ざ

し
、
株
式
会
社
瑞
浪
市
の
舵
と
り
を
し

て
頂
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
長
年
の
夢
で
あ
り
歴
代
市

長
が
何
度
手
掛
て
も
実
現
出
来
な
か
っ

た
和
合
狭
窄
部

き
ょ
う
さ
く
ぶ

の
改
修
が
、�
嶋
市
長

の
東
奔
西
走
、
本
当
に
涙
ぐ
ま
し
い
努

力
の
結
果
、
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
努
力
に
対
し
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
議
決
機
関
と
し
て
も
21
世
紀

に
向
け『

と
き
め
き
の
ま
ち
瑞
浪』

を
め

ざ
し
て
更
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
市
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意

を
新
た
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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���
幼
稚
園
児
の
募
集

���� ���������������� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
◆保育園に入園できる乳幼児
８カ月～５歳児で､ 両親をはじめ､ 同居の親族が
仕事をしていたり､ 病気などにより乳幼児を保育す
ることができない場合に限ります｡
※問い合わせ＝福祉課 �内線������� ����� � � � �� � � � １月１７日 (月)��時��分～��時��分 ８０名

(内３歳未満児８名)����� １月１７日 (月)��時��分～��時��分 １００名
(内３歳未満児��名)����� １月１８日 (火)��時��分～��時��分 １７０名
(内３歳未満児��名)������ １月１８日 (火)��時��分～��時��分 １８０名
(内３歳未満児��名)����� １月２０日 (木)��時��分～��時��分 １１０名
(内３歳未満児��名)����� １月２０日 (木)��時��分～��時��分 ９０名
(内３歳未満児９名)����� １月２１日 (金)��時��分～��時��分 ６０名
(内３歳未満児６名)����� １月２１日 (金)��時��分～��時��分 １５０名
(内３歳未満児��名)

瑞
浪
市
で
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り
が
、

主
体
的
・
創
造
的
に
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
、
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
幼
児
教

育･

保
育
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

幼
稚
園
は
豊
か
な
環
境
〈
先
生
や
友

だ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
、
自
然
、
出
来

事
〉
と
の
出
会
い
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

の
興
味
や
関
心
を
大
切
に
し
、
や
る
気

と
思
い
や
り
の
あ
る
子
を
育
て
ま
す
。

●
心
身
の
健
康
を
培
う
活
動
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し

い
道
徳
性
を
生
活
の
中
で
身
に
つ
け

る
指
導
の
充
実

●
自
我
が
芽
生
え
る
時
期
に
、
幼
児
が

自
分
の
気
持
ち
を
集
団
生
活
の
中
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
力
を
育
て
る

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
個
々
へ
の
対
応

●
体
験
的
な
学
び
を
豊
か
に
し
、
幼
児

期
に
ふ
さ
わ
し
い
、
知
的
発
達
を
促

す
教
育
の
推
進

◆
入
園
で
き
る
幼
稚
園

●
瑞
浪
幼
稚
園
…
市
内
ど
の
地
域
か
ら

も
入
園
可

●
稲
津
小
学
校
附
属
幼
稚
園
…
稲
津
町

在
住
の
幼
児

●
陶
小
学
校
附
属
幼
稚
園
…
陶
町
在
住

の
幼
児

◆
入
園
で
き
る
幼
児

満
５
歳
〜
小
学
校
就
学
に
達
す
る

ま
で
の
幼
児

(

平
成
６
年
４
月
２
日

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生)

◆
授
業
料
＝
月
額
７
、０
０
０
円

(

た
だ
し
、
給
食
費
・
諸
費
が
月
額

５
、２
０
０
円
程
度
必
要)

◆
申
し
込
み
＝
申
込
書

(

各
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
、
陶
・
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
用
意)

に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
１
月
17
日�
〜

21
日�(
８
時
30
分
〜
17
時)

ま
で

に
入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

�
内
線
４
８
７

保
育
園
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

生
か
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
乳
幼

児
保
育
を
目
指
し
ま
す
。

●
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
を
密
に
し

て
、
家
庭
の
子
育
て
お
よ
び
就
労

(

未
満
児
保
育
、
長
時
間
保
育
な
ど

を
含
む)

の
支
援

●
心
身
と
も
に
健
康
か
つ
安
全
な
発
逹

を
促
す

●
集
団
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
十
分

に
自
己
発
揮
で
き
る
よ
う
な
援
助
活
動

◎
入
園
説
明
会

入
園
希
望
の
方

(

現
在
通
園
中
の
園

児
は
除
く)

は
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い

◆
入
園
で
き
る
保
育
園

市
内
８
園
か
ら
選
べ
ま
す

◆
保
育
料

所
得
税
額
な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す

◆
通
常
保
育
時
間

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
早
朝
・
延
長
保
育
時
間

７
時
30
分
〜
18
時

�６８－２１１１
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※老人保健事業特別会計については､ 差引不足額を翌年度歳入繰上充用金で補てんしました｡

決算額は���億�,���万円
２年度

３年度

４年度

５年度

６年度

７年度

８年度

９年度

10年度

平成 ��億�,���万円��億�,���万円���億�,���万円���億�,���万円���億�,���万円���億�,���万円���億�,���万円��億�,���万円
���億�,���万円

｢その他｣ の内訳

教育費
26億 5,864万円

19.7％

民生費
24億2,340万円

18.0％
総務費

18億6,559万円
13.8％

土木費
17億9,099万円

13.3％

公債費
16億2,186万円

12.0％

衛生費
10億3,588万円

7.7％

消防費
5億2,563万円
3.9％

農林水産業費
4億6,760万円
3.5％

その他
3億6,800万円 2.7％

諸支出金
2億8,307万円 2.1％

商工費
4億3,854万円 3.3％

歳出総額
134億7,920万円

歳出

○
平
成
10
年
度
決
算
状
況
の
公
表

○
平
成
11
年
度
上
半
期(

４
月
〜
９
月)

財
政
事
情
の
公
表

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
ををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
ししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす

議 会 費 2億855万円

労 働 費 1億3,039万円

災害復旧費 2,906万円

合 計 3億6,800万円�������� ������
平成��年度 会計別の決算状況

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一般会計合計 ���億�,���万円 ���億�,���万円 �億�,���万円
特別会計合計 ��億�,���万円 ��億�,���万円 �億 ���万円
あけよ温泉白寿荘特別会計
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
瑞浪中央土地区画整理事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

9,811万円
31億3,472万円
23億3,563万円
5億7,120万円
15億5,248万円
15億 187万円
2億2,807万円

9,700万円
31億8,821万円
21億8,533万円
5億6,084万円
14億5,618万円
15億 164万円
2億2,669万円

111万円
△5,349万円
1億5,030万円
1,036万円
9,630万円
23万円
138万円

財産区会計合計 �,���万円 �,���万円 ���万円
釜 戸 財 産 区 会 計
日 吉 財 産 区 会 計
大 湫 財 産 区 会 計

6,476万円
883万円

1,504万円

5,900万円
751万円

1,417万円

576万円
132万円
87万円

平成12年１月１日

こ
の
公
表
は
、｢
市
の
家
計
簿
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
。｣

な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る
一

層
の
ご
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
10
年
度
の
決
算
と
平
成
11
年
度
上
半
期(

４
月
〜
９
月)

の
予
算
の
執
行
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
10
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
定
例
市

議
会
に
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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������������������������������� 歳入

｢その他｣ の内訳

平成��年度一般会計の
市 税
51億7,100万円

37.2％

地方交付税
30億8,188万円

22.2％

国庫支出金
11億6,600万円

8.4％

市債 8億7,800万円
6.3％

繰越金
6億7,743万円 4.9％

県支出金
5億4,790万円 3.9％

地方消費税交付金
4億925万円 2.9％

諸収入
3億8,472万円 2.8％

ゴルフ場利用税交付金
3億6,897万円 2.8％

分担金及び負担金 3億5,759万円 2.6％ 使用料及び手数料 3億5,090万円 2.5％

地方譲与税 1億9,230万円 1.4％

その他 3億1,245万円 2.1％

歳入合計
138億9,839万円

瑞瑞浪浪小小学学校校ププーールル改改築築事事業業

市市営営住住宅宅建建設設事事業業 ((大大法法原原団団地地 第第３３期期))����������������
自動車取得税交付金 1億3,863万円

一般会計支出額���, ���円
市 税���, ���円

繰 入 金 6,024万円

利子割交付金 4,686万円

財 産 収 入 4,294万円

寄 附 金 1,442万円

交通安全対策交付金 741万円

特別地方消費税交付金 195万円

合 計 3億1,245万円

区 分 決 算 額
収
益
的

収 入 8億3,984万円

支 出 8億2,333万円

資
本
的

収 入 2億3,163万円

支 出 3億2,149万円

平成��年度の予算執行状況(�月～�月)
会 計 名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

一般会計合計 ���億�,���万円 ��億�,���万円 ��億�,���万円
特別会計合計 ���億�,���万円 ��億�,���万円 ��億�,���万円
あけよ温泉白寿荘特別会計
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
瑞浪中央土地区画整理事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

1億 60万円
37億2,449万円
26億 80万円
5億 750万円
9億2,340万円
15億4,210万円
7億1,890万円

1,153万円
14億9,005万円
8億9,916万円
1,231万円

3億4,181万円
1億2,415万円
4,852万円

4,556万円
15億1,720万円
8億5,964万円
1億 341万円
2億2,952万円
3億4,537万円
6,056万円

水道事業会計
歳入��億�,���万円
歳出��億�,���万円 �億�,���万円 �億�,���万円

財産区会計合計 �,���万円 �,���万円 ���万円
釜 戸 財 産 区 会 計
日 吉 財 産 区 会 計
大 湫 財 産 区 会 計

3,970万円
950万円

1,280万円

604万円
417万円
94万円

229万円
213万円
355万円



籠戸 実
ちか

さん 板津 匡
まさ

哉
や

くん
(３歳) 山田町 (２歳) 一色町

－樽上児童センター－

◎防災行政無線(屋外放送)は､窓を開けるか､外へ出て聴いてください｡

６
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績 �������������������
｢だれもが こころに山を持つ 小さい山だけれど
なつかしい山なんだ 見てごらん 屏風の山や化石山
この山は 私たちの故郷の山 こころの山よ 瑞浪の山｣

科学実験体験教室
◆テーマ＝極低温と高温の科学
◆内容＝液体窒素による冷却に関連した実験
電子レンジによる火の玉プラズマの実験等
◆日時＝１月16日� 12時40分～16時
◆対象＝小学校高学年以上 ◆定員＝48人
◆会場＝サイエンスワールド◆参加費＝200円
◎要申込､ 往復葉書で１月10日� 必着､
詳しくはサイエンスワールド�66-1151へ
〒509-6133 瑞浪市明世町戸狩54

▲12／17 瑞浪病院リハビリ指導クリスマス会 ▲12／11 土岐町区長会土岐川清掃 ▲12／6 瑞浪･稲津･陶幼稚園 『愛の一円募金』

大
正
３
年
１
月
４
日
生
れ
、
85
歳

土
岐
町
在
住

職
業

私
学
経
営

平
成
11
年
12
月
21
日
、
瑞
浪
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
安
達
壽
雄
氏
が
、

瑞
浪
市
の
教
育
の
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
功
に
よ
り
、
名
誉
市
民
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
名
誉
市
民
は
、
昭
和
39
年
の

大
島
義
雄
氏
、
同
55
年
の
渡
辺
遥
三
氏

に
次
ぎ
、
安
達
氏
で
３
人
目
と
な
り
ま
す
。

氏
は
、
昭
和
37
年
学
校
法
人
安
達
学

園
を
設
立
さ
れ
、
同
38
年
、
瑞
浪
市
に

中
京
高
等
学
校

(

現
中
京
商
業
高
等
学

校)

を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
41
年
に
中
京
短
期
大

学
を
、
同
42
年
に
は
短
大
付
属
幼
稚
園

を
設
立
、
平
成
５
年
に
は
東
濃
地
方
に

初
の
四
年
制
大
学
と
し
て
中
京
学
院
大

学
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
面
に
お
い
て
は
、
建
学
の
精
神

｢

学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂

た
れ｣

の
も
と

｢

知
育｣

｢

徳
育｣

｢

体

育｣

の
三
位
一
体
の
教
育
理
念
を
掲
げ
、

子
弟
の
育
成
に
全
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
業
績
は
、
知
育
面
に
お
い
て
は
、

多
数
の
有
名
国
公
私
立
大
学
合
格
者
の

誕
生
は
も
と
よ
り
、
徳
育
面
に
お
い
て

は
、
社
会
福
祉
活
動
に
対
す
る
厚
生
大

臣
表
彰
な
ど
、
ま
た
体
育
面
に
お
い
て

は
、
全
国
高
校
駅
伝
の
優
勝
２
回
、
軟

式
野
球
全
国
大
会
の
優
勝
６
回
、
剣
道

全
国
大
会
の
優
勝
２
回
、
弓
道
全
国
大

会
の
優
勝
１
回
等
々
数
々
の
大
会
に
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
国
際
大
会
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
等
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
61
年
に
は
勲
三
等
瑞
宝

章
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

平成12年１月１日
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�������� 情情報報公公開開制制度度づづくくりり

今月のイベント
郷
土
の『

名
工』

◆
照
会
先
＝
瑞
浪
高
校�
６
８－

４
１
６
１

▲12／19 土岐地区子ども会連合会
かるた大会 (総合文化センター)

▲12／18 グリーンロード中山道
ミニ門松づくり (日吉町)

▲12／17 養護訓練センター
もちつき大会 (土岐町)

11
月
22
日
、
市
の
情
報
公
開
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、
第
１
回
市
情
報

公
開
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
市
で
は
、
同
懇
話
会
か
ら
の
答

申
を
受
け
、
条
例
案
を
平
成
12
年
３
月

の
市
議
会
定
例
会
に
提
出
、
４
月
に
公

布
し
、
制
度
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

◎
情
報
公
開
懇
話
会(

敬
称
略)

会
長
＝

駒
林
良
則

(

名
城
大
学
法
学
部
教
授)

副
会
長
＝
高
橋
太
郎

(

弁
護
士)

正
木

路
雄

(

連
合
区
長
会
長)

小
川
時
子

(

連
合
婦
人
会
長)

泉
碩
也

(

市
議
会

総
務
文
教
委
員
長)

仙
石
敦
淑

(

校
長

会
長)

足
立
亘

(

市
労
働
組
合
協
議
会

長)

金
津
徹

(

商
工
会
議
所
会
頭)

小

栗
好
夫

(

人
権
擁
護
委
員)

12
月
12
日
、
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

第
13
回
国
際
青
島
太
平
洋
マ
ラ
ソ
ン
大

会
盲
人
の
部(

５
㎞)

で
、
寺
河
戸
町
の

伊
藤
重
三
さ
ん(

64)

が
、
見
事
三
連
覇

を
成
し
遂
げ
ま
し
た(

記
録
25
分
43
秒)

。

陸
上
競
技
で
活
躍
し
て
い
た
伊
藤
さ

ん
は
事
故
に
よ
り
28
才
で
失
明
、
そ
の

逆
境
を
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、

現
在
は
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
を
生
き
が
い
と

し
て
い
ま
す
。
練
習
を
含
め
、
伴
走
を

務
め
る
下
沖
町
の
寺
田
春
夫
さ
ん
と
は

コ
ン
ビ
を
組
ん
で
４
年
、
瑞
浪
陸
協
の

人
達
と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
は

｢

毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
く
聞
く
こ

と
が
勝
因
で
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た

｢

県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会｣

で
、

日
吉
町
の
伊
佐
治
正
隆
さ
ん
ら
15
人
が

卓
越
技
能
者

(

岐
阜
の
名
工)

と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

伊
佐
治
さ
ん
は
、
大
工
と
し
て
こ
の

道
40
年
、
地
元
で
育
っ
た
木
材
を
使
用

し
、
気
候
に
あ
っ
た
伝
統
の
軸
組
・
土

壁
工
法
を
建
築
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
優
れ
た
技
能
は
他
の
模
範
で
あ

る
と
し
て
今
回
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
平
成
12
年
成
人
式

◆
期
日
＝
１
月
10
日�
10
時
〜

◆
会
場
・
照
会
先
＝
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー�
６
８
－
５
２
８
１

◎
瑞
浪
高
等
学
校
家
政
科

卒
業
製
作
発
表
会

｢

創･

発
見｣

(
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
・
手
作
り

お
菓
子
・
福
祉
家
庭
看
護
の
研
究)

◆
期
日
＝
１
月
29
日�
13
時
〜

◆
会
場
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

�６８－２１１１
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▲ふれあいいきいきサロン (小田地区)

｢｢ひひななたたぼぼっっここ｣｣ のの配配布布

福
祉
委
員
と
は

ごごご
存存存
じじじ
ででで
すすす
かかか
、、、

あああ
ななな
たたた
ののの
地地地
域域域
ののの
福福福
祉祉祉
委委委
員員員
さささ
んんん

具
体
的
な
活
動
は

委
員
の
選
出
は

瑞
浪
地
区

平
成
11
年
度

福
祉
委
員

地
域
の
人
々
が
、
な
ん
ら
か

の
福
祉
の
援
助
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
す
み
や
か
に
そ
の
ニ
ー

ズ

(

そ
の
人
に
と
っ
て
何
が
課

題
か
、
何
が
必
要
か)

を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
同
士

の
た
す
け
あ
い
活
動
の
中
心
と

な
る
存
在
で
す
。

公
の
立
場
の
民
生
委
員
さ
ん

と
と
も
に
、
よ
り
住
民
の
立
場

に
た
っ
て
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
、
公
的
機
関
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
取
り
合
っ

て
地
域
福
祉
活
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

区
・
組
又
は
班
な
ど
か
ら
、

概
ね
70
〜
80
戸
位
を
単
位
と
し

て
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
人
数
や

方
法
な
ど
対
応
は
様
々
で
、
選

出
は
地
域
の
自
主
性
に
任
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
社
会
福
祉
協
議
会

(

社
協)

の
各
支
部
の
活
動
の

担
い
手
が
福
祉
委
員
さ
ん
で
す
。

各
小
学
校
下
毎
に
一
つ
ず
つ
、

支
部
社
協
が
あ
り
、
福
祉
委
員
、

民
生
委
員
、
福
祉
関
係
団
体
代

表
者
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
８
つ
の
支
部
社
協
が

設
立
さ
れ
、
10
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
と

｢

寝
た

き
り
の
方
へ
の
友
愛
訪
問
活
動｣

｢

地
区
の
清
掃｣

｢

ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
の
つ
ど
い｣
｢

地
区
福

祉
ま
つ
り｣

｢

学
校
に
依
頼
し

て
町
内
に
住
む
高
齢
者
の
方
に

た
よ
り
を
出
す｣

｢

こ
ど
も
と

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
広
場｣

等

で
す
。
地
域
の
特
性
に
対
応
し

た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
昨
年
度
か
ら

力
を
い
れ
て
い
る
事
業
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
機
関
紙

｢

ひ
な
た
ぼ
っ
こ｣

の
配
布
に

よ
る
見
守
り
活
動
、
二
つ
目
は
、

｢

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン｣

活
動
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
の

『

見
守
り
活
動』

で
は
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
高
齢

者
へ
の
機
関
紙

｢

ひ
な
た
ぼ
っ

こ｣
を
、
毎
月
福
祉
委
員
さ
ん

が
、
市
内
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
、

様
子
を
み
る
こ
と
も
兼
ね
て
配

布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

独
り
暮
ら
し
の
方
の
状
況
把
握

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の

『

ふ
れ
あ
い
い
き

い
き
サ
ロ
ン』

は
、
現
在
、
瑞

浪
支
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
で
、
高
齢
者
に
ふ
れ
あ
い
の

場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

痴
呆
や
寝
た
き
り
等
に
な
る
事

を
防
ぎ
、
ま
た
地
域
の
中
で
孤

独
に
な
ら
な
い
事
を
目
的
と
し

た
事
業
で
す
。

瑞
浪
支
部
の
29
区
の
内
、
一

部
未
実
施
地
区
を
除
い
て
、
福

祉
委
員
さ
ん
が
企
画
し
、
地
区

の
区
長
さ
ん
、
民
生
委
員
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
に
呼

び
掛
け
を
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
の
で
、
今
後
も
継
続
さ

れ
る
か
ど
う
か
ま
だ
分
り
ま
せ

ん
が
、
地
区
に
よ
っ
て
は

｢

月

１
回
地
元
の
公
民
館
に
日
を
決

め
て
集
ま
る｣

と
い
っ
た
活
動

に
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
地
域
の
中

で
障
害
を
も
っ
た
高
齢
者
が
増

加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
見
守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

加
藤

忠
男

支
部
長
上
山
田

小
川

良
明

北
上
野

荻
野

俊
秋

南
上
野

有
賀

雅
徳

上
本
町

鈴
木

馨

明
賀
台

在
山

裕
記

水
の
木

小
栗

秀

高
月

安
藤

勝
治

上
小
田
南

加
納

健
爾

下
小
田

木
曽
谷
文
夫

上
一
色

須
藤

啓
一

河
塚

加
藤

和
夫

公
園

太
田

君
代

中
組

辻

正
之

上
小
田
北

伊
藤

和
子

大
法
原
区

山
崎

和
夫

小
田
雇
用
促
進
住
宅

土
屋

錐
安

下
山
田

河
野

時
休

新
山
田

勝

千
早

下
一
色

中
島

正
吉

ひ
ば
り
ケ
丘

成
瀬

清
孝

宮
前
区

若
尾

吉
文

河
東

愛
知

誉

河
北

加
藤

幹
夫

竜
門

森
本

弘

河
南

加
藤

啓
一

浪
花

平成12年１月１日



９

▲ひなたぼっこのつどい (陶地区)

土
岐
地
区

明
世
地
区

稲
津
地
区

陶

地

区

釜
戸
地
区

高
木

雅
信

西
本
町

金
指

明
弘

朝
日
町

大
和
田
保
代

山
田
団
地

桜
井

逸
平
支
部
長
益
見
３
Ａ

加
藤

隆
作

栄
町
い
組

河
村

弘

栄
町
ろ
組

小
倉

芳
男

栄
町
は
組

梶
田

芳
美

栄
町
に
組

安
藤

健
一

益
見
１

日
比
野
桂
一

益
見
２

日
比
野
貞
一

益
見
３
Ｂ

鬼
頭

高
秋

益
見
４
Ａ

原

良
平

益
見
４
Ｂ

小
山

秀
夫

一
日
市
場
天
徳

小
木
曽
亮
三

一
日
市
場
天
徳

遠
藤

喜
久

一
日
市
場
上

黒
田

忠
吉

一
日
市
場
上

佐
々
木
康
允

一
日
市
場
下

丹
羽

忠
夫

一
日
市
場
下

榎
木

延
男

市
原
１
〜
４･

９

市
之
瀬
稔
昭

市
原
５
〜
８

霞

節
男

市
原
10
〜
13

勝
股

洋
三

市
原
14
〜
15

勝
股

剛
久

市
原
16
〜
20

桑
原

義
道

桜
堂

永
井

登
司

桜
堂

可
知

正
己

清
水

森
本

陽
吉

清
水

永
井

貞
夫

木
の
暮

依
馬

孝
行

鶴
城

進
藤

弘
毅

鶴
城

河
野

宏
俊

鶴
城
団
地

交
告

一
男

名
滝

後
藤

義
之

名
滝
団
地

兼
松

幹

奥
名

稲
垣

大
治

下
沢

足
立

俊
夫

庄�
洞

梅
村

正
己

大
久
手

浅
野

正
雄

仲�
平

酒
井

明
男

大
草

鈴
木

輝
男
支
部
長
月
吉
２

工
藤

政
雄

月
吉
１

赤
間

博
宣

月
吉
２

三
宅

国
彦

月
吉
３

山
内

光
男

月
吉
４

奥
村

隆
治

月
吉
５

長
野

貞
夫

月
吉
６

安
藤

主
将

山
野
内
１

伊
藤

隆
司

山
野
内
２

高
木

和
男

山
野
内
３

松
原

孝
平

山
野
内
４

高
木

圓
治

山
野
内
５

伊
藤

正
一

山
野
内
６

岡
田

崇
嗣

山
野
内
６

伊
藤

佑
三

戸
狩
１

西
尾

猛

戸
狩
２

伊
藤
壮
一
郎

戸
狩
３

有
賀

達
弥

戸
狩
４

酒
井

久

戸
狩
５

最
上

昭
次

戸
狩
６

加
藤

賀
哉

戸
狩
７

大
山

光
博

戸
狩
８

加
藤

勝
美

戸
狩
９

伊
佐
次
武
浩

戸
狩
10

小
沢

次
郎

戸
狩
11

鈴
木

登

支
部
長

市
川

鏡
市

五
郷

小
木
曽
文
和

神
戸

松
原�
三

須
之
宮

熊
沢

寿
広

山
の
田
１

岩
島

一
一

山
の
田
２

長
谷
川
忠
義

産
郷

水
野

幹
夫

中
屋
敷

可
知

茂

三
角

奥
谷

正
夫

下
小
里

水
上

昭
八

羽
広

原

弘
久

釜
糠

大
島

郁
信

川
折

吉
田

尹

桜
ケ
丘

柴
田

治
子

棚
田
山

勝
股

晋

水
洗

後
藤

務

中
洞

小
木
曽
俊
雄

斧
池

加
納

英
雄

河
原

中
西

文
男

小
井
戸

土
田

和
男

上
平

桜
井

金
平

大
牧

増
田

忠
文

学
園

保
母

寅
夫

支
部
長

伊
藤

信
義

東
町
１

景
山

昭
吾

東
町
２

藤
岡

幹
夫

東
町
３

水
野

勝

細
久
手

水
野

謙
一

旭
町
１

三
宅

八
郎

旭
町
２

熊
田

鋭
一

旭
町
３

金
山

恵
哉

旭
町
４

松
原

賢
市

新
町
１

中
村

寿
一

新
町
２

山
田

秀
樹

新
町
３

伊
藤

昇

新
町
４

大
嶋

圭
介

本
町
１

重
田

修

本
町
２

伊
藤

賀
一

本
町
３

中
村

久
男

本
町
４

伊
藤

愃
介

本
町
５

中
村

克
己

本
町
６

加
藤

文
雄

元
町
１

村
瀬

忠
正

元
町
２

曽
根

昭
太

元
町
３

大
原

利
之

梨�
根
１

春
日
井
利
明

梨�
根
２

大
島

陸
男

下
山
町

伊
藤

勝
章

宮
町

木
下

亮
一

西
町

太
田

正

学
校
前

石
神

修

あ
け
ぼ
の
台

和
田

明
芳

事
業
団

三
宅

忠
雄

水
上
１

加
藤

次
郎

水
上
２

篠
田

利
弘

水
上
３

水
野

朗

水
上
４

西
尾

勝

水
上
５

河
野

昭
吾

大
川
１

水
野

千
洋

大
川
２

加
藤

一

大
川
３

安
藤

律
夫

大
川
４－

１

水
野

義
之

大
川
４－

２

鈴
木

満
雄

大
川
５

服
部

政
二

大
川
６

栗
原

敏
秀

大
川
７

青
木

鎭
雄

支
部
長

大
細･

エ
ス
ポ
ラ
ン

度
会

成
昭

下
切

森
川

浩

東
大
島

�６８－２１１１
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こちら

●１月10日は ｢110番の日｣ ～事件事故 強い見方の110番～

日
吉
地
区

大
湫
地
区

平成12年消防出初式
・日 時 １月９日 �
式典 ９時00分～
市中パレード 11時00分～
一斉放水 11時45分～

式典終了後､ ＪＲ瑞浪駅前
を中心にパレード､ 続いて総
合文化センター前の土岐川で
一斉放水を実施します｡
みなさまの暖かい声援をお

願いします｡

不
燃
物
収
集
車
が
燃
え
る

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
原
因

����������
※緊急以外の通常の各種
相談などは､� ＃����
(ダイヤル回線は､���－���－����)
をご利用ください｡

加
藤

明

上
平
・
青
葉
台

福
住

一

中
大
島

小
栗

勝
彦

宿

吉
田

米
克

中
切

山
口

正
己

町
屋

大
山

孝
允

西
大
島･

竜
吟
団
地

小
栗

久
幸

川
戸

伊
藤

友
雄

論
栃

安
江

泰

神
徳

市
川

宏
伸

上
切

足
立

昌
三

平
山

佐
々
木

隆

公
文
垣
内
・
団
地

大
竹

照
子

支
部
長
西
区

可
知
寿
満
子

足
又
区

桐
井

勝
子

神
田
区

大
竹

靖
子

北
区

小
栗

鎮
政

支
部
長
本
郷

西
尾

眞
卓

宿

小
倉

鐐
平

深
沢

田
中

孝

常
柄

大
竹

孝
司

南
垣
外

小
栗

武

白
倉

中
山

健
次

細
久
手

土
屋

正
孝

半
原

渡
辺

晃
授

宿
洞
・
三
和
の
郷

伊
藤

守

北
野

伊
佐
治
正
隆

平
岩
・
松
野

小
栗

茂
男

田
高
戸

鍋
物
の
お
い
し
い
こ
の
季
節
、
卓
上

こ
ん
ろ
の
使
用
済
み
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

が
、
多
量
に
不
燃
ご
み
に
出
さ
れ
ま
す
。

中
に
は
、
ま
だ
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る

も
の
も
あ
っ
て
、
ガ
ス
漏
れ
爆
発
が
原

因
で
、
不
燃
ご
み
の
収
集
車
か
ら
火
災

が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

事
実
、
毎
年
当
市
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
火
災
が
数
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
可
燃
性
ガ
ス

の
入
っ
て
い
る
塗
料
・
整
髪
料
な
ど
の

ス
プ
レ
ー
缶
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、

収
集
車
の
中
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
ガ
ス

が
漏
れ
出
し
、
金
属
摩
擦
に
よ
る
火
花

で
引
火
、
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

ガ
ス
を
す
べ
て
使
い
切
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
、
不
燃
ご
み
に
出
さ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

今
や
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
も
、
周

り
の
人
に
も
危
険
の
無
い
よ
う
安
全
に

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

１
１
０
番
は
、
昭
和
23
年
に

警
察
通
報
用
電
話
と
し
て
定
め

ら
れ
て
以
来
、
事
件
・
事
故
な

ど
の
早
期
解
決
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

多
治
見
警
察
署
管
内
で
は
、

年
間
約
六
千
六
百
件
の
通
報
が

あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
等
か
ら
の
１
１
０

番
通
報
は
、

◎
運
転
中
の
携
帯
電
話
は
禁
止

で
す

(

平
成
11
年
11
月
１
日

か
ら)

、
事
故
防
止
の
た
め

自
動
車
を
停
止
し
て
か
ら
電

話
を
し
ま
し
ょ
う

◎
目
標
物
を
決
め
、
自
分
の
通

報
場
所
を
特
定
し
て
か
ら
電

話
を
し
ま
し
ょ
う

◎
県
境
付
近
か
ら
の
通
報
の
場

合
、
他
の
県
の
警
察
に
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
＝
多
治
見
警
察
署

�
２
２－

０
１
１
０

平成12年１月１日
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���������� ����������
在 外

選挙人証

在外公館等

投 票 方 法

在外公館投票

郵 便 投 票

帰 国 投 票

申 請

在
外
選
挙
人

外外外国国国ににに住住住んんんでででいいいてててももも､､､ 国国国政政政選選選挙挙挙ににに参参参加加加
ででできききるるる ｢｢｢在在在外外外選選選挙挙挙｣｣｣ ががが始始始まままりりりままますすす｡｡｡

住んでいる地域を管轄している在外
公館 (大使館や総領事館) へ行き､ 在
外選挙人名簿への登録を申請してくだ
さい｡
登録されると､ 投票時に必要な 『在

外選挙人証』 が､ 所定の市区町村選挙
管理委員会から在外公館を通じて交付
されます｡�������������������������������������

������市
制
45
周
年
記
念
映
画

｢

20
世
紀
わ

が
街
〜
瑞
浪｣

が
、
約
一
年
半
の
制
作

期
間
を
経
て
、
平
成
11
年
11
月
に
完
成

い
た
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
取
材
・
調
査
・

撮
影
な
ど
に
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
成
上
、
本
編
の

中
に
ご
登
場
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
々

に
は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
市
民
が
主
役
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
若
い
監
督
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
接
し
、
お
話
を
う

か
が
う
中
で
撮
影
を
進
め
、
完
成
に
こ

ぎ
つ
け
た
、
い
わ
ば
、
行
政
と
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
作
品
で
す
。

明
治
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
瑞
浪
の

百
年
の
歴
史
と
、
市
民
の
姿
を
描
い
た
、

他
の
自
治
体
に
は
類
を
み
な
い
画
期
的

な
映
像
作
品
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
貴

重
な
映
像
資
産
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
作
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

お
世
話
に
な
っ
た
各
方
面
の
方
々
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

｢

20
世
紀
わ
が
街
〜
瑞
浪｣

制
作
ス
タ
ッ
フ
一
同

◎
問
合
せ
先
＝
情
報
推
進
課�
内
線
３
３
５

�６８－２１１１

������������
衆議院比例代表および参議院比例代表選出議員
の選挙です (衆議院小選挙区および参議院選挙
区選出議員の選挙は当分の間対象外です)｡��������
登録された市区町村の属する選挙区となります｡����
年齢満20歳以上の日本国民で､ 引き続き３カ月
以上その方の住所を管轄する領事官 (大使や総
領事) の管轄区域内に住所を有する方 (ただし､
公民権を停止されていない者)��������
申請者本人が必ず在外公館 (大使館や総領事館)
の領事窓口に行って申請してください｡��������������
①原則として､ 日本国内の最終住所地の市区町
村選挙管理委員会です｡

②ただし､ 次のいずれかに該当する方は申請時の
本籍地の市区町村選挙管理委員会になります｡
・国外で生まれ､ 日本で暮らしたことがない方
(住民票が一度も作成されたことがない方)

・平成６年４月30日以前に出国された方�����
①在外公館投票 ②郵便投票 ③帰国投票���
①住所等に変更があった場合には､ 新住所地の
管轄の在外公館を通じて在外選挙人証を添え
て変更届をする必要があります｡
②死亡した場合､ 日本国籍を失った場合､ 帰国
して国内の市区町村で住民票が作成されてか
ら４カ月を経過した場合等には､ 在外選挙人
名簿の登録は抹消されます｡
詳細については､ 都道府県や市区町村の選挙管
理委員会または在外公館 (大使館や総領事館)
までお問い合わせください｡
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テーマ

生涯学習施設 １月の休館日

��������������������

●中央線沿線ハローワーク
就 職 面 接 会

●最低賃金のお知らせ

｢21世紀の科学技術
一夢と希望を語ろう｣意見募集

●『譲ります･求めます』

市営住宅入居者募集 ���������
団地名 所在地 形 式 構 造 募集数 家 賃

下 山 田 山田町 ２ＤＫ
簡２ＰＣ造 ３ 入

居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収

入
・
住
居
の
規
模
・
構
造
な

ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

簡平ＰＣ造 ２

鶴 城 土岐町 ２ＤＫ 簡 平 Ｂ 造 ７

竜 吟 釜戸町
２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ７

３ Ｋ 簡 平 Ｂ 造 １

公文垣内 釜戸町 ２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ９
総合文化センター
市 民 図 書 館

１～４日､ 11日､ 12日､ 17日､
24日､ 31日

日 吉 日吉町 ２ＤＫ 簡２ＰＣ造 ２

応募資格 ◆原則として市内に３カ月以上住所ま
たは勤務地があり､ かつ､ 市税を滞
納していない方
◆現に同居または同居しようとする親
族があり､ 世帯を構成する方
※単身で入居できる場合もあります｡
◆現に住宅に困窮し､ 収入基準に適合
する方

応募期間 １月４日�から１月18日�まで
※所得のわかる書類を持って来てください｡

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド

１～４日､ 11日､ 12日､ 17日､
24日､ 31日

市 民 体 育 館 １～４日､ 11日､ 12日､ 18日､ 25日

文 化 会 館 １～３日､ ６日､ 13日､ 20日､ 27日

ハローワーク多治見・恵那・中津川・春日井共
催による就職面接会を開催します｡
◆日時 ２月３日�13～16時 (12時30分受付開始)
◆場所 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町高山)
◆対象 ①平成12年３月大学・短大・高専・専修
学校卒業予定者②平成12年３月高校卒業予定者
③30歳位までの仕事を探している方
＊履歴書を持参の上ご来場ください｡
◆問い合わせ ハローワーク多治見 紹介部門���－���� (内線��)
ミレニアム・プロジエクトの一環として､ 小学
生から社会人の方々まで幅広く意見を募集します｡
◆募集テーマ＝この趣旨に基づき､ 表題は自由に
設定してください
◆応募対象及び方法 (400字詰原稿用紙使用)
①小学生の部 原稿用紙４枚(1,600字) 以内
②中･高校生の部 原稿用紙６枚(2,400字) 以内
③一般の部 原稿用紙10枚 (4,000字) 以内
◆募集期限 １月31日�まで (当日消印有効)
◆表彰および発表 平成12年４月予定
◆問い合わせ及び送り先
氏名､ 住所､ 電話番号､ 年齢､ 職業 (学校名及
び学年) を本文の前に明記､ 郵送､ フアックス､
電子メールのいずれかの方法でお送りください｡
科学技術庁 ｢21世紀の科学技術一夢と希望を語
ろう｣ 意見募集係
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-39���－����－����
FAX��－����－����
E-mail iken21＠sta.go.jp
ホームページ http:��www.sta.go.jp�millennium

岐阜労働基準局では､ ｢岐阜県最低賃金｣ と
｢産業別最低賃金｣ の①紡績業､ ②電気機械器具
製造業､ ③自動車・同附属品製造業の最低賃金額
の改正を行いました｡
この最低賃金は､ 臨時､ パートタイマー､ アル
バイトなども含めすべての労働者に適用されます｡
詳しくは､ 岐阜労働基準局賃金課 (����－���－����)､ または多治見労働基準監督署

(���－����) にお尋ねください｡
《岐阜県最低賃金…平成11年10月１日適用》
日額 �,���円 (時間額 ���円)
《産業別最低賃金…平成11年12月25日適用》
●紡績業
日額 �,���円 (時間額 ���円)
●電気機械器具製造業
日額 �,���円 (時間額 ���円)
●自動車・同附属品製造業
日額 �,���円 (時間額 ���円)
《産業別最低賃金…平成10年12月25日適用》
●航空機・同附属品製造業
日額 �,���円 (時間額 ���円)
●陶磁器・同関連製品､ 耐火物製造業
日額 �,���円 (時間額 ���円)
希望者は各自連絡してください｡
◎譲ります①大人用自転車 (26インチ､ 新品､
価格 9,000円) ���－����
◎求めます①革製黒色ソファー (三人掛､ 新品
に近いもの､ 価格応談) ���－����
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相 談 コ ー ナ ー

)�������������(

募集中

●2000年みずなみ四季の器
新春見本市

●新春展示会

｢2000年初夢ＦＡＸ募集｣

エアロビクスダンス教室

斎場のお休み 市民課 �内線���
今月の納期

●2月のトレーニング講習会

�������������������人権・法律相談 市民課�内線���
日時…１月20日� 10時～15時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会�68ー4148
日時…１月11�・17日�・24日�・31日�

10時～15時
◆結婚相談 市民課�内線���
日時…１月５日�・12日�・19日�・23日�､

２月２日� 10時～16時
◆行政相談 市民課�内線���
日時…１月11日� 10時～15時
◆高年齢者職業相談室 商工課�内線���
日時…火･木･金曜日(除く祝日) ９時～16時����������

◆母子相談 福祉課�内線���
日時…１月４日� ９時～12時
◆身体障害者相談 福祉課�内線���
日時…１月７日�・17日�・28日�

９時～12時
◆教育相談 学校教育課�内線���
日時…１月５日�・12日�・19日�・26日�

13時～17時
◆無料税務相談 税務課�内線���
日時…1月20日� 10時～15時
◆住宅修繕相談 都市計画課�内線���
日時…１月18日� 10時～15時

◆移動家庭児童相談 福祉課�内線���
日時…１月５日� 10時～12時 陶児童館
日時…１月５日� 13時30分～15時30分

稲津コミュニティーセンター
日時…１月12日� 10時～12時

釜戸コミュニティーセンター
日時…１月12日� 13時30分～15時30分

日吉コミュニティーセンター

休場日 １月４日�・９日�・15日�・
21日�・27日�､ ２月２日�

○市県民税 (特別徴収) 12月分 １月11日�
○市県民税 (普通徴収) ４期分 １月31日�
○国民健康保険料 １月分 １月31日�
○国民年金保険料 １月分 １月31日�
○水道料金･下水道使用料12月分 １月31日�

◆期日＝１月７日�・８日�
◆会場＝総合文化センター (土岐町)
◆照会先＝瑞浪陶磁器工業協同組合�67-2154
◆期日＝１月７日�・８日�
◆会場＝産業振興センター (上平町)
◆照会先＝恵那陶磁器工業協同組合�65-2911
市民のみなさんの夢をまちづくりに生かそう
と､ ５年前にスター卜した夢ＦＡＸには､ これ
までに 500件以上の夢が寄せられました｡
夢会議では､ これらの夢を分析､ 行政や専門
家を交えて検討を加え､ 市民のみなさんに再発
信して､ 夢の実現を応援しています｡
｢こんなことが実現したら｣ ｢こんなまちに

なったら｣ 等､ あなたの夢をお寄せください｡
夢ＦＡＸは68－0007へ､ 郵送の方は夢会議事

務局〒509-6114 瑞浪市西小田町3－189 Ａ-104
有賀和秋まで｡ なお､ インターネット版夢ネット
の夢トーク掲示板http:��www.mizunami.ne.jp�yumenet�でも受付けますのでご利用ください｡
＊初夢応募期間＝１月15日まで (以後も毎日受
け付けています)

音楽に合わせ､ 楽しく運動してみませんか？
◆対象者＝エアロビクスの初心者・初級者､
60分間のエアロビクス教室参加に対し､ 健康
上問題のない方
◆募集人員＝40人 (定員になり次第締切)
◆会場＝瑞浪市民体育館 第２競技場
◆期間＝１～３月の毎週月曜日 (除く祝日)
(１月17・24・31日､ ２月 7・14・21・28日
３月６・13・27日) 計10回

◆時間＝１部：11時～12時､ ２部：13時～14時
＊両方に参加可能

◆受講料＝各1,000円 (保険代)
※事前に電話で瑞浪市民体育館���－����
へ申し込みください｡

土・日曜日13時30分～､ 木曜日18時30分～
※対象は高校生以上､要申込み､一回10人まで
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

保保保健健健セセセンンンタタターーーだだだよよよりりり ���－����
講演
会

子宮(頸)がん集団バス検診 �二十歳の献血キャンぺーン�
期 日 時 間 場 所 個人負担

１月19日� 13時～14時 保健センター 500円

老人性痴ほう相談 場所＝保健センター

日 時 １月11日� 受付13時～14時

相 談
内 容

物忘れが激しい､ 物を盗られたと
騒ぐ､ 興奮しやすくなった｡ 徘徊､
不潔行為などでお困りの方や接し
方､ 介護方法等の相談

担 当 大湫病院医師

｢あなたの笑顔 何より薬｣ 体脂肪を測ってみませんか？

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ���������� ����������� � � � ���� � � � � � �
１歳６カ月児健康診査
＊健診終了後希望者に歯み
がき教室を実施します｡

１月14日�
12時30分開始

平成10年７月生まれの男児 母子健康手帳
コップ・タオル
※保護者の歯科検診を
同時に実施します｡１月21日� 平成10年７月生まれの女児

12 カ 月 児 相 談 １月18日� ９時30分～11時 平成 11年１月生まれ 母子健康手帳

３歳児歯みがき教室 １月17日�
９時～11時

平成８年 11月生まれ
母子健康手帳､
歯ブラシ､ コップ

３歳６カ月児歯みがき教室 １月20日� 平成８年７月生まれ

６歳臼歯ムシ歯予防教室 １月20日� 14時30分開始 平成６年１月生まれ 母子健康手帳
コップ､ タオル

●対 象 者…30歳以上の女性 (定員60名)
●申し込み…電話等で保健センターへ

＊秘密厳守､ 電話等での予約が必要です｡
＊家族の方のみの相談でも結構です｡

講 師 日本笑い学会理事 昇 幹夫氏 (医師)
日 時 １月22日�

13時～開会 ｢私と健康｣ 作文表彰式
13時30分～講演 (終了15時30分)

場 所 瑞浪市総合文化センタ－ 文化ホ－ル
＊笑いと健康に関する講演会を行いますので気軽
に参加してください｡ (申し込み不要)
＊１歳から就学前までの託児あり｡ 希望者は１月
14日�までに多治見保健所保健指導課�23-1111
内線363に申し込みください｡

今年成人式を迎える皆さん､ 献血をしたことは
ありますか？
こんなに科学が発達した現在でも血液は人工的
につくれません｡ しかし､ 輸血を必要としている
人々はたくさんいます｡ そんな誰かのために､
誰もができる小さな人助け､ それが献血です｡
大人の仲間入りをするこの機会にぜひご協力

ください｡
冬場は特に血液が不足しますので､ みなさんの
温かいご協力をお願いします｡
日時＝１月20日� 10時～14時 成分献血
場所＝瑞浪市役所
＊一人40～50分かかります｡
＊ご協力いただける方は１月14日�までに保健
センタ－へご連絡ください｡

身長と体重から計算する ｢肥満度｣ で､ ｢やせ｣
とか ｢ふつう｣ と判定された人の中に､ 体脂肪が
多い､ いわゆる ｢隠れ肥満｣ と呼ばれる人たちが
約１割前後発見
されています｡
保健センターのロ
ビーに体脂肪計を設
置しましたので､ 健
康のチェックにお役
立て下さい｡


